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衆議院憲法調査特別委員会及び憲法調査会事務局気付

日本国憲法に関する調査特別委員長　中　山　太　郎　殿

住　所
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電　話（　　　）　　　－

2007(平成19)年４月５日（木）午前９時開催の日本国憲法に関する調査特別委員会公聴会の公述人公募に応募いたします。

第１　意見を述べようとする理由

私は、日本国憲法の基本理念である平和・人権・民主主義を後退させる改憲には反対です。現在、議論されている国民投票法案は、上記改憲を容易にするためのものとしか言えず、そのために数々の問題点を有しますので、これについて意見を述べたいと思います。

第２　述べようとする具体的事項（レ点を付したもの）
□国民投票の投票権者について

□投票方法、賛否の記載方法について

□「過半数」の意味について

□国民投票運動の制限について

□憲法改正広報協議会のあり方について

□国民投票に関する報道や公告のあり方について

□国民投票の周知期間について

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

第３　問題に対する賛否

私は、「日本国憲法の改正手続に関する法律案（第164回国会、保岡興治君外５名提出）」及び、「日本国憲法の改正及び国政における重要な問題に係る案件の発議手続及び国民投票に関する法律案（第164回国会、枝野幸男君外３名提出）」のいずれについても、反対です。

